
                                                    令和８年１０月１５日 

地域住民の皆様 

                                               茨城県立取手松陽高等学校 

         本校生徒の下校時における自転車通学マナーについて（ご報告） 

拝啓 

 秋涼の候、地域の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素より本校の

教育活動に対し、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、先般、近隣住民の皆様より「本校生徒が下校時に自転車で並進している」「奇声を上げて走行して

おり、危険かつ迷惑である」との大変貴重なご指摘とご苦情をいただきました。 

 地域の皆様に多大なご迷惑とご不快な思いをおかけしましたことを、深くお詫び申し上げます。また、一

歩間違えれば重大な交通事故に繋がりかねない危険な状態について、速やかにお知らせいただきました

ことに心より感謝申し上げます。 

 本校といたしましては、この度の事態を重く受け止め、生徒の安全確保および地域社会の一員としてのマ

ナー向上のため、直ちに以下の改善策を講じることといたしました。 

                                                              敬具 

                               記 

１．全校生徒を対象とした緊急指導の実施 

全校生徒に対し、地域の方からいただいたご指摘の事実を具体的に伝えます。自分たちの行動が周囲に

与える迷惑や危険性を自覚させ、当事者意識を持たせるための意識改革を促します。 

２．部活動単位における集団指導の徹底 

集団下校時に気が緩みやすい運動部・文化部等の各部活動において、顧問から部員へ対してマナー遵

守の指導を行います。また、各部の責任者（部長等）を集めたミーティングを行い、集団心理による悪ふざ

けの抑止を図ります。 

３．警察との連携 

管轄の警察署へ下校時間帯の巡回（パトロール）強化を要請するとともに、毎年、交通安全講話を依頼し、

生徒への交通安全や交通マナーについて注意喚起します。 


